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要約
本取組では、徳島大学薬学部、徳島文理大学薬学部、徳島文理大学香川薬学部、松山大学薬学部が保有する機器のリストを作成し、それに基づいて平成28年1月18日に、３大学４薬学部の間で、各学部が保有する施設・機器の共同利用に関する協定を結んだ。
本協定に基づき、各大学で保有機器のリスト化と共同利用に関する手順の明確化を進めたことで、今後の共同研究実施の下地を作ることができた。
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１．目的
本取組は、四国の全薬学部が戦略的連携関係を持ち、薬剤師養成教育・大学院教育と研究を共同して推進し、臨床薬学分野の研究者や高度な専門知識を有する臨床薬剤師を養成することを目指している。その具体的な方策の一つとして、各大学が保有する施設および機器を共同利用する体制を構築することで、教育・研究分野における大学間の連携を深めることを目的とする。

２．活動内容
[bookmark: _GoBack]徳島大学薬学部、徳島文理大学薬学部、徳島文理大学香川薬学部、松山大学薬学部が保有する機器のリストを作成し、それに基づいて平成28年1月18日に、３大学４薬学部の間で、各学部が保有する施設・機器の共同利用に関する協定を結んだ（資料１）。

３．成果
本協定により、施設、機器の共同利用体制が構築できた。そして本協定に基づいて、遠隔講義システムにより他大学で開催された講義・講演会を自大学でリアルタイムに開講する事業の実施がよりスムーズに行えるようになった。また、各大学で保有している機器が明らかになったことと、相互利用に関する手順が整備されたことで、共同研究の下地を作ることができた。

４．今後の予定
締結された協定は（特段の申し出が無い限り）自動的に延長されることから、本事業が終了した後も引き続き施設・機器の共同利用を続けることで、３大学４薬学部の教育・研究分野での協力体制を維持していく。
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